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いつも笑顔の蘭世。毎

日、その笑顔に癒されま

す。お姉ちゃんと仲良く、

優しい子に育ってね。

父　博之・母　かおりさん

森本
もりもと

蘭世
らんせ

ちゃん
１歳１カ月（つつじが丘）

門脇
かどわき

広季
ひろき

くん
11カ月（白金）

お姉ちゃん、お兄ちゃ

んに遊んでもらってご機

嫌です。元気いっぱいの

男の子になーれ！

父　広和・母　拡美さん

猪名川町森林ボランティ

ア「里山倶楽部」は、私達

に多くの恵みをもたらして

くれる里山林が、森林所有

者の高齢化・担い手不足に

よって手入れされなくなる

中で、森林所有者のみに委

ねるだけではなく、県民共

有の財産という認識のもと、

町内の里山を再生・保全す

ることを目的に、平成 1 2年

４月に発足しました。当初

1 2人で杤原めぐみの森を整

備していましたが、活動目

的に賛同する人達が徐々に増え、現在4 0人で、杤原めぐみの森と

内馬場の森で活動しています。

活動内容は、里山林の下草刈りや不要木の伐採、遊歩道整備な

どの他、クラフトや椎茸栽培などの楽しいメニューもあります。

会員は｢自由参

加｣で、原則として

「弁当や交通費など

は自分持ち」「森は

地元の財産」を念

頭に、町内２カ所

の活動地を拠点と

して、それぞれリ

ーダーを選出し、

さまざまな活動に

取り組んでいます。

【活動日】

◎杤原めぐみの森

第１日曜日と第３

月曜日

◎内馬場の森

第２月曜日と第４

日曜日

森が好きな人、森で

遊びたい人、森で汗を

かきたい人・・・ひょ

うご森の倶楽部には、

森を守り・育て・生か

し、人と自然が共存で

きる森づくりをめざし

ている人達が集ってい

ます。現在、兵庫県下

に2 1カ所の活動地があ

り、月１～２回のペー

スで里山再生活動を行っています。

猪名川町の大野山で活動する森の倶楽部のメンバーは、4 0～6 0歳代

の男女2 0人。阪神間を中心に遠くは神戸から参加しているメンバー

もいます。山をこよなく愛するメンバー達は、月に一度の大野山で

の活動以外にも、各地の山を掛け持ちし里山再生活動に取り組んで

います。

平成1 0年から始まった大野山での

活動も今年で８年目。これまでに柏

原生産森林組合と相談・協力しなが

ら、雑木林・登山道の整備やあじさ

いの剪定などを行ってきました。平

成1 4年には、1 0ｍを越す岩が２段重

ねになった巨岩「太鼓岩」など、山

の中腹の山林に埋もれていた５つの

奇岩をめぐることができる遊歩道を

造成し、大野山の新しい名所をつく

りました。また、昨年の1 1月には、

山頂付近の湿地帯一面にカラーの苗

を植えました。今年の初夏にはあじ

さいとともにきれいな花を咲かせる

ことでしょう。

猪名川町では、松くい虫の発生などにより松枯れし荒廃した山

をよみがえらせようと、平成1 5年度から松茸山再生ボランティアを

募集し、松茸山の再生に取り組んでいます。現在、町内外から参

加した1 5 0人のボランティアが、広根地区にある松茸山を整備して

います。

ボランティアの活動日は、６月から翌年３月までの毎月１回。

毎年、春に町が募集を行います。赤松以外の不要な木を伐採・除

去し、地かき作業などを行い、最後に松くい虫に抵抗性のある

「ひょうご元気松」の植林をします。再生活動以外にも、松茸狩り

やバーベキュー大会を行いボランティア同士の親睦をはかったり、

椎茸の植菌などをす

ることもあります。

今後も、現在活動

している山林を拠点

として、山主とボラ

ンティア・町が協力

し連携しながら「ひ

ょうご元気松」の植

林を町内に広めたい

と考えています。

森の倶楽部は、山が好き

な仲間が集まり、自然の中

で気持ちの良い汗を流して

います。時には危険で大変

な活動になるときもありま

すが、整備によって荒れて

いた里山に花が咲き、小鳥

が遊びに来る明るくよみが

えった山を見たときの満足

感は格別です。１年を通し

て山に入り活動していると、

楽しい発見や四季の移り変

わりも楽しめますよ。ぜひ、

一度体験に来てください。

～森の倶楽部より～

里山倶楽部は、現役サラリ

ーマンや子育て中のお母さん、

第一線を退いた者など年齢層

も幅広いですが、同じ目的を

持ち和気あいあいと楽しく活

動しています。設立当初に比

べ人数も増えましたが、活動

エリアも広く、まだまだ人手が足りません。

興味のある方はぜひ声をかけてください。

現在私達が整備している２カ所の里山

は、歩いて3 0分～１時間の気持ちのいいハ

イキングコースです。４月下旬から５月上

旬には、ミツバツツジがかわいい花を咲か

せます。ぜひ一度山の楽しさを味わいに来

てください。

気軽に参加してください
里山倶楽部会長　舞田　清さん

昔の松林を取り戻そう
松茸山再生ボランティア 大

な

里里 山山 のの 機機 能能

言
葉
に
何
と
な
く
懐
か
し
い
響

き
を
持
つ
「
里
山
（
さ
と
や
ま
）
」。

皆
さ
ん
は
里
山
と
は
ど
の
よ
う
な

山
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

里
山
と
は
、
「
都
市
（
集
落
）
」

と
「
奥
山
（
原
生
林
）
」
の
間
に
あ

る
、
人
々
が
生
活
の
た
め
に
利
用

し
て
き
た
集
落
周
辺
の
山
々
で
す
。

コ
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
林
や
、

ア
カ
マ
ツ
林
が
里
山
の
主
な
も
の

で
、
薪
炭
林
や
農
用
林
と
し
て
古

く
か
ら
人
々
の
生
活
に
深
く
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

昔
は
こ
の
里
山
で
、
火
を
お
こ

す
た
め
の
燃
料
と
な
る
薪
な
ど
を

集
め
た
り
、
畑
で
使
う
た
い
肥
の

元
や
季
節
の
味
覚
を
調
達
し
て
い

ま
し
た
。
人
々
は
生
活
の
中
で
多

く
の
恵
み
を
山
か
ら
受
け
る
と
と

も
に
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
山
を

整
備
し
、
山
の
持
つ
機
能
を
高
め

て
き
ま
し
た
。

生
活
や
農
業
に
石
油
・
石
炭
や

化
学
肥
料
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

林
内
に
は
サ
サ
類
や
日
陰
で
も
生

息
で
き
る
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
の
常
緑

樹
ば
か
り
が
増
え
、
比
較
的
明
る

い
環
境
に
生
え
る
植
物
や
こ
れ
ら

の
植
物
と
と
も
に
生
息
し
て
き
た

動
物
が
生
活
で
き
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
枯
れ
に
よ

る
被
害
を
受
け
た
林
も
急
激
に
広

が
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
各
地

で
里
山
が
荒
廃
し
、
生
物
の
種
の

多
様
性
の
低
下
や
、
地
域
の
特
色

あ
る
景
観
が
失
わ
れ
る
と
い
っ
た

影
響
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

た
「
杤
原
め
ぐ
み
の
森
」
や
「
内

馬
場
の
森
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
野
山
の
学
校
里
山
林
に

お
い
て
は
、
町
内
の
小
・
中
学
生

が
森
の
機
能
や
役
割
を
学
習
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
森
林
体

験
活
動
と
し
て
下
草
刈
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

山
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

の
整
備
を
す
る
一
方
、
荒
廃
し
た

里
山
や
松
林
を
再
生
さ
せ
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、

下
草
刈
り
や
枝
打
ち
、
不
要
木
の

伐
採
・
植
林
を
行
う
な
ど
の
地
道

な
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
そ
の
地
域
に
応
じ
た
多

様
な
動
植
物
が
育
つ
、
明
る
い
里

山
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
て
、
森
林
の
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

記
事
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
農
林
商

工
課
（
�
７
６
６
・
８
７
０
９
）

へ
。

本
町
の
約
80
％
を
占
め
る
森
林

は
、
木
材
・
キ
ノ
コ
な
ど
の
林
産

物
の
供
給
を
は
じ
め
、
山
地
災
害

や
地
球
温
暖
化
の
防
止
・
洪
水
や

渇
水
の
緩
和
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
活
用
な
ど
、
人
々
が
快
適

な
生
活
を
送
る
た
め
の
維
持
・
向

上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

人
々
の
生
活
を
支
え
、
四
季

折
々
に
美
し
い
表
情
を
見
せ
、
そ

こ
に
生
き
る
人
々
に
豊
か
な
恵
み

を
も
た
ら
す
里
山
の
自
然
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
自
然
災
害

に
強
い
森
林
を
育
て
る
と
と
も
に
、

森
林
の
他
用
途
へ
の
転
用
な
ど
に

と
も
な
う
緑
の
減
少
に
適
切
に
対

処
し
、
安
全
で
潤
い
の
あ
る
森
林

整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
平
成
14
年
に
開
催

し
た
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
２
０

０
２
」
を
は
じ
め
、
同
15
年
に
は

「
猪
名
川
町
森
林
整
備
計
画
」
を
策

定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
人
と
森
と

の
共
生
を
め
ざ
す
森
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
森
林

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
に
応

え
る
こ
と
の
で
き
る
、
多
様
で
健

全
な
森
林
の
育
成
・
保
全
を
図
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
参
加
を

得
な
が
ら
、
森
林
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
森
林
は
、
自
然
と
ふ
れ
あ

う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
環
境
教

育
の
場
と
し
て
、
人
々
の
心
を
癒

す
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
と
し
て
、

さ
ら
に
は
野
生
生
物
の
急
激
な
減

少
や
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中

で
生
物
の
多
様
性
を
守
る
空
間
と

し
て
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
里
山

り
、
薪
や
炭
・
落
ち
葉
か
ら
作
っ

た
た
い
肥
な
ど
が
使
わ
れ
な
く
な

る
な
ど
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
は
昔
と
大
き
く
変
化
し
、
こ
れ

に
よ
り
林
の
手
入
は
さ
れ
な
く
な

▼
と
き

３
月
９
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
同
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

▼
内
容

第
１
部
「
元
気
で
長
生
き
の
ヒ
ケ

ツ
は
お
口
の
健
康
か
ら
」
、
講

師
＝
朝
田
美
鈴
さ
ん
（
兵
庫
県
歯

科
衛
生
士
会
口
腔
ケ
ア
担
当
理

事
）

第
２
部
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
お

い
し
く
食
べ
る
コ
ツ
」
、
講
師
＝

小
林
由
佳
さ
ん
（
社
会
福
祉
協
議

会
管
理
栄
養
士
）

▼
対
象

町
内
在
住
の
中
高
年
お

よ
び
高
齢
者
と
そ
の
家
族

▼
定
員

20
人
程
度

▼
受
講
料

無
料

▼
持
ち
物

日
頃
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
・
大
き
め
の
タ
オ
ル

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
３

月
４
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
�

７
６
６
・
１
２
０
０
）
へ
。

食
を
楽
し
む
講
習
会

〜
介
護
予
防
と
食
べ
る
こ
と
〜

今
年
開
催
す
る
「
の
じ
ぎ
く
兵

庫
国
体
」
で
は
、
競
技
の
様
子
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
ま

す
。そ

の
た
め
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
映
像
配
信
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
プ
ロ
が
行
う
撮
影
補
助
・
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
補
助
を
し
て
い
た
だ

け
る
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

▼
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
（
高
校
生
以
上
）

▼
募
集
人
数
　
撮
影
補
助
８
人
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
２
人

▼
募
集
内
容
・
応
募
資
格

撮
影
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

レ
ス

リ
ン
グ
競
技
会
場
内
で
の
競
技
の

様
子
な
ど
の
撮
影
＝
家
庭
用
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ

る
人

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
会
場
内
で

の
競
技
の
様
子
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
＝

人
前
で
話
す
こ
と
が
好
き
な
人

※
２
種
類
と
も
特
に
技
術
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
実
行
委
員
会
が
開
催
す
る
研
修

会
（
神
戸
市
・
宝
塚
市
）
に
数
回

参
加
し
、
業
務
の
把
握
・
練
習
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
活
動
期
間
　
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国

体
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
大
会
期
間
中

（
10
月
１
日
〜
同
４
日
）
お
よ
び

研
修
会
の
参
加

▼
申
込
み
方
法
　
教
育
委
員
会
関

係
施
設
お
よ
び
日
生
・
六
瀬
住
民

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

５
月
31
日
ま
で
に
、
の
じ
ぎ
く
兵

庫
国
体
猪
名
川
町
実
行
委
員
会
事

務
局
へ
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
込
用

紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
、
の

じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
は
同
委
員
会
事
務

局
（
国
体
推
進
室
内
　
〒
６
６

６
・
０
２
４
３
柏
梨
田
字
前
ヶ
谷

１
５
８
・
１
、
�
７
６
７
・
２
３

２
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
６
７
・
２
８
８

０
）
へ
。

川西・猪名川交通安全フェスティバルで実施す

る「ふれあいうどん教室」の参加者を募集します。

�とき ３月11日（土）

�ところ 猪名川町中央公民館２階 工作室（生

涯学習センター内）

�募集人数 １班（午前1 0時3 0分～同1 1時3 0分）、

２班（正午～午

後１時）各 1 0組

※１組３～５人

程度まで（各回

先着順）

�参加費 無料

申込み・問い

合わせは、２月1 5

日 か ら 電 話 で 、

生活環境課（ �

766－8712）へ。

川西・猪名川交通安全フェスティバル

の参加者募集

▲昨年のフェスティバルで行わ
れたふれあいうどん教室の様子

森林は、落葉などの堆積

物や土壌生物が住む表土が

スポンジのような役目をし、

雨水を地中に浸透させます。

その機能は裸地の３倍とい

われており、雨水をゆっく

り河川に流す働きがありま

す。

森林内は、落枝・落葉・

かん木・草などにより、地

表が覆われているため、降

雨などによる土壌の浸食や

流出が抑えられます。

森林は、雨水が地中に浸

透する過程で、水をろ過し

たり化学物質を吸い取って

水を浄化します。森林の生

み出す水は汚れがなく、岩

石の間を通ることによりミ

ネラル分が含まれます。

森林は、地球温暖化の主

要な原因である二酸化炭素

を吸収・貯蔵し、空気をき

れいにして地球環境を良く

しています。

森林には、美しい景観を

はじめ、川のせせらぎや小

鳥のさえずり、すがすがし

い香り、木の実やキノコな

どの味覚など、人の五感を

通じて、快適に感じさせる

機能があります。

里
山
と
は
？

里
山
の
現
状

▲不要木を伐採し、内馬場の森を

整備する里山倶楽部の皆さん

▲愛宕神社（大野山）の側にある大岩を整
備し、新たな名所づくりに取り組む皆さん

�
２
月
の
植
林
に
備
え
、
地
か
き
作

業
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

古
く
か
ら
私
達
の
暮
ら
し
を
支
え
、
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く

れ
た
里
山
。
そ
の
里
山
の
荒
廃
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
薪
炭
林
や
農
用
林
と
し
て
の
価
値
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
自
然
災
害
の
緩
和
や
環
境
の
維
持
、
ま
た
、
子
ど
も
達
の
環

境
学
習
の
場
と
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
癒
し
の
空
間
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
そ
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
里
山
の
大
切
さ
を
も
う
一
度
考
え
て
い
た
だ
き
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
残
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

悪徳業者に

ご注意ください！
最近、あたかも上下水道部からの指

示のように「町から委託を受けたので

水道管の洗浄をさせてほしい」などの

不審な勧誘電話が各家庭に相次いでか

かっており、これに関する問い合わせ

や相談が同部に寄せられています。

同部では、次のようなことは行って

おりませんので、十分ご注意ください。

・お客様から依頼のない水質検査

・宅内給水管の洗浄

・浄水器の販売、あっせん

・水道器具の取り替え

不審な点があれば、同部工務課（�

766－8703）へ。

学校里山で楽しく環境学習　楊津小学校

楊津小学校では２年前、町からの呼びか

け・地域の方の協力を得て、2 0年間学校の北

側に里山林を借り受けました。

里山での学習が楽しく安全に行えるよう、

町が歩遊道を整備しましたが、平成1 6年の台

風2 3号の影響で里山学習ができない状況にな

りました。そのため、同校ＰＴＡや森林ボラ

ンティアが倒木の伐採・除去を行い、子ども

達は再び自然観察ができるようになりました。

平成1 7年度は、６年生が主に里山学習に取

り組みました。総合学習の中で、役場職員を

講師に迎え里山の学習をしたり、三田野鳥の

会のメンバーに鳥の生態やバードウォッチン

グの方法を学び、里山の様子を観察しました。

子ども達は双眼鏡を片手に遊歩道を歩き、た

くさんの鳥や鳥の巣を見つけ、身近な里山で

の新しい発見に大喜び。見つけた鳥の種類を

調べ、鳥の特徴などをまとめました。

昨年1 1月には、伊丹小学校で行われた阪神

北県民局主催の「こどもと地域の環境会議」

に参加し、伊丹・川西・三田・宝塚市の小・

中学校と一緒に環境学習を行い、自然環境に

ついて調べたことをお互い発表しました。楊

津小学校では、里山学習を通じて、講師の皆

さんや他校の子ども達など、さまざまな人達

との交流の輪が広がっています。

�
学
校
里
山
で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
を
楽
し
む
同
校
の
児
童
達

里
山
保
全
へ
の
取
り
組
み

を

の
価
値
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
町

で
は
皆
さ
ん
が
気
軽
に
山
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
里
山
に

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
休
憩
所
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
設
け

▲大野山頂で植樹後の下草刈
りをする生徒達

切

山
里

猪
名
川
町
の
里
山
整
備
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